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2016年 愛知県農業総合試験場の10大成果

企 画 普 及 部

水田作に加工・業務用向けの露地野菜等を導入した複合経営により、雇用労働力の有

効活用、収益構造が改善されます。経営基盤を強化するモデルとして経営指導に生かす

ことができます。

成 果 の 内 容

開発の背景・ニーズ

愛知県農業への貢献

稲・麦・大豆を中心とした水田作では、政策転換や米価の変動等により、経営が不安

定となっています。一方、露地野菜においては、加工・業務用野菜の需要が高まってい

ます。そこで、所得を向上し経営の安定を図るため、大規模水田作経営に露地野菜を組

み合わせた複合経営モデルの策定に取り組みました。

【本研究は「農水省委託プロジェクト研究『水田複合経営の新作型の開発
に向けた研究』」で実施した成果です】

－新作型導入で農業所得が概ね３割向上します－

経営面積54ha、常時従事者４名の雇用型法人モデル及び経営面積150ha、常時従

事者10名の集落営農法人モデルにおいて、稲・麦・大豆を作付けする現行モデルに対

し、先進事例調査や実需需要調査を元に、導入する露地野菜の種類、作物間の作業競合

を避ける省力技術や各作物の作付割合などを検討しました。

新規導入作目としては、加工・業務用として実需者が周年必要としているキャベツを

選定しました。また、麦・大豆の多収品種への変更、稲の直播導入や省力化技術の導入

等とともに、各作目を年間を通して労働力を有効活用できる作付面積としました。この

新作型モデルでは、現行モデルに比べ農業所得が概ね30％向上しました。

現行モデル（雇用型法人）
労働力 常時従事者4名

＋臨時雇用795時間
新規作目導入における課題

：作目間作業競合の解消
播種・定植前ほ場作業の省力化 等
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経営モデル

作付
面積
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移植水稲
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計

付加価値額
（単位：万円）

一人あたり労働報酬
（単位：万円）

新作型複合経営モデルの策定
現行
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－
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13.5
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